
　

各
学
校
で
の

人
権
教
育
に
関

す
る
実
態
に
つ

い
て
報
告
が
な

さ
れ
た
。「
力
を

合
わ
せ
て
子
供

を
育
て
て
い
る

と
い
う
家
庭
は
、

子
供
が
明
る
く

前
向
き
の
性
格

が
多
く
な
る
と
感
じ
る
。」「
わ
が
子
の
障

害
を
受
け
入
れ
て
過
大
な
要
求
を
せ
ず
、

前
向
き
に
わ
が
子
に
適
し
た
進
路
を
考
え

て
い
る
保
護
者
の
場
合
、
子
供
も
素
直
に

育
つ
傾
向
が
高
い
。」
と
い
っ
た
反
面
、「
子

供
に
対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
な
い
家
庭

が
増
え
て
い
る
。」と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ワ
ー
ク
ー
シ
ト
を
用
い
た
協

議
で
、「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」

の
た
め
の
議
論
が
白
熱
し
た
。

　

保
護
者
と

の
対
応
を
巡

っ
て
、
現
場

で
は
よ
り
よ

き
関
係
作
り

の
た
め
の
模

索
が
続
い
て

い
る
。
現
場

で
の
様
々
な

課
題
を
共
有

し
、
解
決
の

道
を
探
ろ
う
と
、
青
年
部
と
義
務
教
育
部

が
合
同
で
協
議
・
研
究
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
、
北
九
州
西
支
部
青
年
部
長
の

山
津
美
輝
教
諭（
折
尾
高
校
）が
事
例
報
告
。

現
場
で
の
保
護
者
と
の
対
応
の
難
し
さ
を

説
明
し
た
。
各
班
に
分
か
れ
、「
自
転
車
通

学
生
の
通
学
路
を
指
定
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
他
の
道
は
通
っ
て
は
だ
め
な
の
か
。」「
な

ぜ
男
子
の
長
髪
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。」

「
修
学
旅
行
で
携
帯
電
話
が
使
え
な
い
の
は

な
ぜ
な
の
か
。」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が

実
際
に
保
護
者
か
ら
あ
っ
た
場
合
、
適
切

に
対
応
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
に

つ
い
て
分
析
・
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

ク
レ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

保
護
者
が
求
め
て
い
る
の
は「
合
理
的
な
説

明
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
対
応
す
る
、
学

年
主
任
や
生
徒
指
導
主
事
等
も
交
え
複
数

人
で
対
応
す
る
、
等
々
の
建
設
的
な
意
見

が
飛
び
交
い
、「
適
切
な
対
応
」
に
つ
い
て

の
議
論
が
深
ま
っ
た
。

　
「
保
護
者
対
応
で
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分

一
人
で
は
な
く
、
多
く
の
先
生
方
が
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
と
て
も
心
が
楽

に
な
っ
た
。」と
い
う
感
想
が
多
く
見
ら
れ
、

悩
み
を
分
か
ち
合
い
共
感
で
き
る
場
と
し

て
も
機
能
し
、
満
足
度
の
高
い
会
と
な
っ

た
。
更
に
協
議
・
研
究
を
深
め
る
た
め
、

十
月
十
日
に
第
二
回
目
を
行
う
予
定
。
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ア　ピ　ー　ル

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
教
育
を
よ
り
正
常
化
し
、
我
が
国
の
発
展
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
。

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
歴
史
と
伝
統
、
文
化
を
尊
重
し
、
我
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
心
を
養
う
教
育
を
実
践
す
る
。

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
専
門
職
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
自
ら
の
資
質
と
能

力
の
向
上
に
努
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
に
励
む
。

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
公
務
員
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、
法
を

遵
守
し
、
政
治
的
中
立
の
立
場
を
堅
持
す
る
。

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
条
件
及
び
勤
務
条
件
の
改
善
に
努
め
、
教
職
員
の
社
会

的
、
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
。

一　

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
的
良
心
の
も
と
に
結
集
す
る
教
職
員
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
情
報
宣
伝
活
動
を
活
発
に
行
い
、
広
く
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
。

綱　　　 領

【
今
月
の
ア
ピ
ー
ル
】

■
専
門
部
集
会

■
コ
ロ
ナ
対
応
要
望
書
第
２
弾
回
答

■
総
括
安
全
衛
生
委
員
会

■
10
月
８
日
「
福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
」
解
除

■
第
１
４
５
回
評
議
員
会

■
中
央
情
勢
報
告

■
主
張「
９
月
入
学
・
始
業
」に
つ
い
て

■
日
月
抄
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保
護
者
と
よ
り
よ
く
付
き
合
う
に
は
青
　
年
　
部

義
務
教
育
部

　専門部集会が8月29日、福岡
リーセントホテルで開かれた。

「保護者とのよりよい関係作り
を目指して」をテーマに青年部
と義務教育部とが合同開催。
　また特別支援教育部は「人権
が尊重される学校づくりに向け
て」をテーマに協議を行った。

専 門 部 集 会

解決の道を探り、協議が白熱

事例報告を行う北九州西支部青年部長
・山津美輝教諭（折尾高校）

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
特
別
支
援

教
　
育
　
部

ワークシートを活用しての議論


